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ラッカセイのマルチ栽培に関する研究

第1報　大粒種の導入について

佐藤　忠士・神山　芳典・佐々木邦年

（岩手県農業試験場）

1　は　し　が　き

北東北におけるラッカセイのマルチ栽培は，すでに

1989年に古沢・佐藤らによって報告され，小粒種の

栽培技術はほぼ確立している。しかし大粒種について

は方向づけはなされたが，収量性は別として，出芽，

品質，病害，収穫乾燥法など問題点が多く，1叩0年ま

では試作にとどまった。1971年から試験を重ねた結果

関東50号（タチマサリ）の普及が可能となったので，

その経過と問題点を報告する。

2　試　験　方　法

1優良品種選抜試験：マルチ資材は透明9215型の

PHSを使い，栽柏密度は110の乃×15C椚2条でa当た

り1，212株．施肥量はN－0．5，P205－1．5，Ⅹ20－

1．2吻／a。

2　主要品種の生育相解析試験：栽培法は1と同じ。

供託品種は白油7－5，関東18号，関東9号（ワセ

ダイリュウ），関東50号（タチマサリ）。解析項目

は毎日の開花数，7日ごとの生育量，及び子房柄の発

達状況。

5　収種乾燥法試験：ワセダイリュウを使い，9月

1日から5日ごとに掘り取って，粒の肥大と子房柄の

老化，及び落葉状況を調査。

5　試験結果と考察

1　品種比較：品種間の年次別収量と百粒重の関係

（第1回）をみると，小粒種の白油7－5は71年を

第1表　落花生生育期間の気象（滝沢）

除いて収量．百粒重の動きが小さく，大粒種は上乗収

量と百粒重の相関が高い。また年次別の気象（第1蓑）

をみると，古粒重は豊熟時の積算気温に影響されるこ

とが大きい。大粒種のなかで年次変動が小さく収量の

高い品種は関東50号（タチマサリ）である。この系

統はワ七ダイリュウと八系5号の交配育成で，極めて

開花が早く，病害（第2衰）のうち，東北で最も被害

の大きい灰色かび病にはワセダイリュウより強く，粒

形はやや属平の極大粒で品質が良い。
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第1図　主要品種の上実重対百粒重

（44－48　品比）

項　 目　　 年　 次 4 4　 年 4 5 4 d 4 7 4 8

播　 種　 期 （ 月 ・日 ） 5．2 2 5．2 0 5 ．2 0 5 ．1 2 5 ．1 9

播　 種 ～ 9 月 5 0 日

額 算 気 温 （ C ）
2 4 9 8 2 5 7 2 2 5 0 1 2 6 7 5 2 8 7 1

8 月 1 日 ～ 9 月 5 0 日

積 算 気 温 （℃ ）
1 2 1 0 1 2 2 8 1 1 8 8 1 2 1 6 1 2 9 1

初　　　 霜 （ 月 ・日 ） 1 0．7 1 0 ．4 1 0 ．4 1 0 ．5 1 0 ．1 5
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第2蓑　主要品種系統の病害観察結果

（48、48品比）

ワセダイリュウ（関東9号）は文字どおり早生大粒

の良質品種であるが、収量が不安定で病害に弱く．落

蒸しやすい。

関東1d号は病害に強いが開花がやや遅く，中大粒

で粒の充実が悪く，品質が劣る。

以上のことかう岩手県では，1971年から優良品種に

取りあげたワセダイリ1ウに加えて，1974年に関東

第5蓑　開花の推移と子房柄の着生（1974）

50号（タチマサリ）を奨励品種に採用した。なお．

小粒唖の白油7－5は病害に強く安定多収であるが，

販売面の不利から栽培奨励を打ち切った。

2　開花特性及び上実重の推移：終花期までの個体

当たり開花総数は第5表にみるように，関東50号，

ワ七ダイリュウともに200花前後．小粒毯白油7－5

の開花数は147花と少ないが，前五カ年では最高225

花，最低140花で平均では1占7花である。7月下旬に

稟面積指数が5を超えた場合は開花数が著しく減少し

た。有効開花終期と推定される7月末までの閲花数は

品種間差は小さく100花前後で，子房柄着生率は最低

40，最高60％の間にあって，完全葵を作るのに充

分な閑花数と考えられる。しかし，同じ開花数でも早

期播種ほど開花が早く，8月上旬の子房柄着生数が多

くなる。

品　　　 種
播 種 期

（月 ・日）

開　 花　 累　 計　 時　 期 8　月　 5　日

8．2〔） 占．5 0 7 10 7 20 7 50 終 花 期
着 生 子房 柄数 （本 ）

葵　 付 肥　 大 侵　 入 未　 侵

関　 東　 5 0　 号 5．7

花

5

花

22

花

5 0

花

8 5

花

125

花

18 8 18 5 9 14

（タチマサ リ） 〟 15 1 9 57 7 1 1 18 19 4 8 5 11 18

〝 19 － 5 25 5（5 108 2 05 8 7 12 12

／′ 24 － 1 20 52 100 188 4 8 10 12

ワ七 ダイ リ　ュウ 17 －－ 5 5 0 6 5 115 2 12 14 5 d 1
白　 油　 7　－　 5 17 － 1 2 1 4 7 95 147 7 7 7 7

（g／株）

（月・日）　8．13　8．2の　8．測　9．18　9，27

第2図　株当り上実重（91ミリ以上）の推移

（1叩5　巣子）

ワセダイリこしウと関東50号の上実重曲線が第2図

で，粒形79m以上になった子実の増大過程を作図し

たものであるが，両品種ともに8月下旬から9月中旬

にかけて一カ月間の伸び率が極めて大きい。なかでも

関東50号は8月下旬の伸びが大きく，早期肥大型で

あることがうかがえ．早冷による年次変動を少なくし

ていると考えられる。

開花，子房柄の侵入状況と子実の充実過程からみて，

生育を早めるため播種期はできる限り早い方がよく．

岩手県中部では晩霜等を考慮すると，5月5－10日

（12・5℃で平年終霜日）が播種適期と考えられる（資

料省略）。

5　収穫時期と乾燥法の改善：大粒種は一般に後半

の灰色かび病に弱く，子房柄の老化も早いことから落

葵しやすい。比較的強い関東50号でも岩手中部では

10月に入ると落英が多くなり，また15℃以下では

粒の肥大はほとんどみられなかった。ワセダイリュウ

で調査した結果が第4表であるが．株の引き抜き抵抗
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第4表　ワセダイリュウの落葵の推移（1972J

初霜10月5日

　　 調査期 日

調査項 目
9 18 q 26 10．8 10．11

株 引 き抜 き抵 抗 ¢■タ） 1 2，5 1 1．4 6．2 5．5

言 房 宏 引 芸 的）

1．0 5 1，0 5 0．8 7 0．8 2

落　 葵　 歩　 合 （％） 5．2 7 8 2 8．8 7 2．5

第5表　乾燥法と子実水分の推移（1叩2）

乾 蒜 －4 讐 警
10．5 1b．9 10．14 10．18

斜 め 架 （片 屋 限 式 ）
％ ％ ％ ％

4 0．9 2 5．9 1 R d 1 0．4

屋 根 下 （吹 抜　 け ） 4 0．9 2 5 ．2 1 4．2 9 0

注．品種：ワセダイリュウ．掘坂10月1日

架掛け10月5日，掘取時の水分子実48．4

炭皮目．4，賽葉75．8％

12毎，子房柄の引張り抵抗1毎強で落葵は5％台に

とどまったが，一時点で急激に落英が多くなった。子

房柄は徐々に弱くなるのではなく，′71年には灰色か

び病，72年は降霜であり，′75年には老化と低温な

どによって急転換するものと思われる。したがって後

期の病害防除に留意するとともに半句の平均気温が15

一155－

℃以下になる次の句に，また初霜をみたら直ちに収穫

しなければ搭乗を多くする。

英実を重視する大粒種は乾燥の良否が価値を左右す

る0′71年に考案した斜め架（片足板式）が最も良く，

15～20日で乾燥する。また一般の横架でも上部をビ

ニールで覆えば乾燥は充分である。

4　ま　　と　　め

1関東50号（タチマサリ）は開花が早く早期肥

大型で，大粒良質の多収品種である。

2　関東50号はワセダイリュウより灰色かび病に

強いが，後半にはまんえんしやすいので防除は徹底す

る。

5　閲花数は品種によって若干異なるが，140～200

花で葉面積指数と関係が深く，過繁茂は開花数を減少

させる。

4　関東50号でも秋期気象の不安定な北東北では，

早播きによって子房柄の着生を早めることが大切で，

平均気温が12．5℃以上，平年終霜日が過ぎたら直ちに

播種する。

5　収穫適期は平均気温が15℃以下になったら，

次の旬で，降霜前が安全である。　　　　　、

d j監憤法は斜め架が最もよく，紡架は頂部をビニ

ールで被覆する。

有孔ポリ被覆による畑イネなどの深溝まき栽培

に関する研究（予報）

佐藤　忠土・神山　芳典・佐々木邦年
（岩手県農業試験場）

1　ま　え　が　き

東北におけるマルチ栽培の研究は，1988年畑イネに

始まり，以後ほとんどの作物に適用されている。露面

を被覆するマルチ栽培は地温上昇など，作物の生育に

とって多くの好条件を付与した。しかし，出芽直後の

生育不安定（霜害，低温による立枯れ■，鳥害）やフィ

ルムの跡処理等に若干の問題を残している。

本栽培法は従来のマルチ栽培にトンネル栽培，折衷

直播栽培，深みぞ播き栽培の手法を導入したもので，

溝を深く閲って．Ⅴ字溝の底に播種し．溝の部分が有

孔，他が無孔，すなわち有孔ポリフイルムを被覆し，

Ⅴ字溝の中で一定期間作物を保護した後にフィルムを

除去する作り方である。1970年に考案し，室内実験を

重ね，圃場試験に移した結果，畑イネ，パレイショ，

ラッカセイについて技術化の予測ができたので，栽培

法の概要と問題点を紹介する。

2　試　験　方　法

1　畑イネ：第1回のように作溝し，品種はシモキ

タを用い，溝に0．8～1．0毎／a播種する。

竜孔フィルムの孔径は1・8mと4mの2種凱フィ

ルムの色は透明，乳白，オレンジ，ブルーの4種類を

供試した。


